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第３号様式 

令和５年度第１回船橋市消防委員会会議録 

（令和５年９月１５日作成） 

１ 開催日時 

 令和５年７月１９日（水）午後２時００分～午後３時１５分 

２ 開催場所 

  船橋市湊町２‐６‐１０ 

 船橋市消防指令センター３０１会議室 

３ 出席者 

（１）委員  鎌倉副委員長、三橋委員、木村委員、市川委員、神子委員、 

梶原委員、林委員、大野木委員、宇戸谷委員、山賀委員、 

飯島委員、日向委員、天寺委員 

（２）事務局 消防局長、次長（総務担当）、次長（警防担当）、 

総務課長、財務課長、警防指令課長、救急課長、予防課主幹、 

総務課長補佐、総務課員 

４ 欠席者    

伊藤委員、中村委員 

５ 議題及び公開・非公開の別並びに非公開の場合にあっては、その理由 

（１）議題【公開】 

船橋市消防委員会の委員長の選出について 

（２）報告事項【公開】 

 ① 消防局・消防指令センターの移転建替えについて 

 ② 救急ステーションの移転建替えについて 

 ③ 救急件数の推移とコロナ禍での救急について 

④ 令和５年上半期救急概要について 

⑤ 令和５年上半期火災概要について 

６ 傍聴者数 

 ０人 

７ 決定事項 

  新委員長については、委員の互選により、木村修委員（市議会選出）に決定いたしま

した。 

８ 議事 

【事務局】 

それでは定刻となりましたので、ただいまから令和５年度第１回船橋市消防委員会を

開催させていただきます。 

本日の司会を務めさせていただきます、総務課補佐の古頭でございます。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

本日の傍聴者はございません。また、本会議の出席者名簿及び会議録は、市ホームペ

ージに掲載いたしますことをご報告いたします。 

本日の委員会は、委員１５人中、１３人の方の御出席を頂いております。 
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船橋市消防委員会条例第６条第２項の規定により、委員の半数以上の方にご出席をい

ただいておりますので、本日の会議が成立しておりますことを御報告いたします。 

なお、東日本電信電話株式会社千葉事業部千葉西支店長の中村 貴夫 様及び消防団副

団長の伊藤 賢司 様につきましては、所用のため欠席との御連絡をいただいております。 

それでは会議に入ります前に、お手元の資料の確認をさせていただきます。 

はじめに「会議次第」、「資料１ 委員名簿」、「資料２ 席次表」、「資料３ 消防局組

織図」、「資料４ 消防局・消防指令センターの移転建替えについて」、「資料５ 救急ス

テーションの移転建替えについて」、「資料６ 救急件数の推移とコロナ禍での救急につ

いて」、「資料７ 令和５年上半期救急概要」、「資料８ 令和５年上半期火災概要」以上

となります。資料の欠落等はございませんでしょうか。 

 それでは、続きまして、議事に移るところではございますが、本来であれば、消防委

員長が議事を進行することとなっておりますが、現時点におきまして、委員長が不在と

なっておりますので、船橋市消防委員会条例第３条第３項の規定により、委員長が選出

されるまでの間、鎌倉副委員長に議長を務めていただき、議事の進行をお願いしたいと

思います。 

それでは、副委員長よろしくお願いいたします。 

【鎌倉副委員長】 

着座にて失礼いたします。改めまして副委員長を務めさせていただいております船橋

市消防団長の鎌倉でございます。 

本日は、委員の皆様お暑い中、お忙しい中、消防委員会にご出席いただきましてあり

がとうございます。 

委員長選出までの間、議長を務めさせていただきます。 

何分、不慣れではございますが、皆様のご協力により議事を進めてまいりたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。まず、議題に入る前に、今年度に入りまして委

員の変更がありましたので、事務局から報告願います。 

【事務局】 

それでは、ご報告させていただきます。 

市議会からの選出では、令和５年５月１９日付けで、三橋 さぶろう議員、木村 修議

員、市川 たけし議員、神子 そよ子議員をそれぞれ委員として委嘱しております。 

学識経験者では、令和５年４月１日付けで、千葉県企業局船橋水道事務所長 大野木 

英司様、令和５年７月１日付けで、東京電力パワーグリッド株式会社 京葉支社長 宇

戸谷 友益様、東日本電信電話株式会社 千葉事業部千葉西支店長 中村 貴夫様を委

員としてそれぞれ委嘱しております。 

以上でございます。 

【鎌倉副委員長】 

ありがとうございました。 

ここで、委員の変更がございましたので、改めて各委員の自己紹介をお願いしたいと

思います。 

それでは、まず、私から自己紹介させていただきます。 

改めまして、副委員長で消防団団長の鎌倉博光と申します。どうぞよろしくお願いい 
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たします。 

各委員の皆様も自己紹介していただきますので、お願いします。 

【三橋委員】 

  市議会議員の三橋さぶろうと申します。よろしくお願いいたします。 

【木村委員】 

  市議会議員の木村修でございます。よろしくお願いいたします。 

【市川委員】 

 市議会議員の市川たけしでございます。よろしくお願いいたします。 

【神子委員】 

  市議会議員の神子そよ子でございます。よろしくお願いいたします。 

【宇戸谷委員】 

  ７月より、東京電力パワーグリッド京葉支社長に着任しております、宇戸谷と申しま

す。よろしくお願いいたします。 

【大野木委員】 

  千葉県企業局船橋水道事務所長の大野木と申します。よろしくお願いします。 

【山賀委員】 

  京葉ガス供給保安部緊急保安センター船橋グループの山賀と申します。よろしくお願

いします。 

【梶原委員】 

 船橋市医師会の２次救急と災害担当をしております、梶原と申します。 

板倉病院の院長をしております。よろしくお願いいたします。 

【林委員】 

  船橋市自衛消防協会の会長を務めております林と申します。 

自衛消防協会は、各事業所の防火管理者あるいは危険物取扱者で構成されております。

飯山満で自動車学校をやっております。よろしくお願いいたします。 

【飯島委員】 

 船橋市前消防団長の飯島秀人です。よろしくお願いします。 

【日向委員】 

  千葉県看護協会船橋地区部会からまいりました、船橋総合病院に勤務しております日

向と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

【天寺委員】 

 災害救援ボランティア推進委員会の天寺と申します。よろしくお願いいたします。 

【鎌倉副委員長】 

ありがとうございました。 

続きまして、消防局長からご挨拶と、幹部職員のご紹介をいただきたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

【消防局長】 

消防局長の澤本と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

委員の皆様方には、日頃から本市消防に対しまして様々な面で特段のご理解とご支援

を賜りまして誠にありがとうございます。 
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昨年度は、この委員会におきまして、消防庁舎早期建替えということでご審議をいた

だき、委員皆様の総意で市長に対しまして建議していただきました。その後、消防局・

中央消防署の合同庁舎の建替えが決定しました。このように、スムーズにこの事業が進

展しましたのも、当委員会のご支援のおかげということで、本当にありがたく思ってお

ります。皆様に対しまして心から感謝申し上げます。 

それでは、消防局の幹部から自己紹介をさせていただきます。 

【次長（総務担当）】 

 総務担当次長の石森と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

【次長（警防担当）】 

 警防担当次長の小出と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

【総務課長】 

 総務課長の安西と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

【財務課長】 

  財務課長の三代川と申します。よろしくお願いいたします。 

【予防課主幹】 

 予防課主幹の中臺と申します。よろしくお願いいたします。 

【警防指令課長】 

 警防指令課長の岩瀬と申します。よろしくお願いいたします。 

【救急課長】 

  救急課長の松岡と申します。よろしくお願いいたします。 

【消防局長】 

 この他に、中央消防署長、東消防署長、北消防署長がおりますが本委員会には参加し

ておりません。よろしくお願いいたします。 

【鎌倉副委員長】 

 ありがとうございました。 

それでは、早速、次第に沿って議事を進めたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

はじめに、議題の「船橋市消防委員会の委員長の選出について」、事務局より説明をお

願いいたします。 

【事務局】 

 委員長の選出についてご説明いたします。 

本委員会の委員長につきましては、市議会から選出いただいておりました高橋委員長

が退任されたことにより、委員長が不在となっておりますので、新たに委員長の選出を

お願いしたいと思います。 

  なお、選出にあたりましては、船橋市消防委員会条例第３条第２項に基づき、委員の 

皆様方の「互選」により行いたいと思いますので、「投票」、「指名推薦」のどちらかによ 

り選出いただきたいと思います。 

それでは副委員長よろしくお願いいたします。 

【鎌倉副委員長】 

ただ今、事務局より説明がありましたとおり、委員長の選出を行いたいと思いますが、
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「投票」、「指名推薦」のどちらが、よろしいでしょうか。 

【林委員】 

  副委員長、よろしいでしょうか。 

【鎌倉副委員長】 

  はい、林委員、どうぞ。 

【林委員】 

 指名推薦がよろしいかと思います。 

長年、市議会選出の委員での話し合いにより、委員長を推薦していただいておりまし

たので、今回も同様がよろしいかと思います。 

【鎌倉副委員長】 

 ありがとうございます。 

ただいま、林委員より指名推薦との意見が出されましたが、市議会選出の委員による

指名推薦としてよろしいでしょうか。 

 【各委員】 

  異議無し。 

【鎌倉副委員長】 

ありがとうございました。 

ご異議無しと認め、市議会選出の委員による指名推薦により委員長を選出いたします。 

それでは、市議会選出の委員の皆様は、申し訳ありませんが、別室にて話し合いをし

ていただき、委員長の推薦をお願いしたいと思います。 

その他の委員の皆様は、しばらくの間、休憩とさせていただきます。 

（再開） 

【三橋委員】 

 木村修委員を委員長として推薦いたします。 

【鎌倉副委員長】 

 ただ今、三橋委員から市議会議員の皆様の推薦として、木村委員の推薦をいただきま

した。 

木村委員を委員長とすることに、ご異議ありませんでしょうか。 

【各委員】 

  異議無し。 

【鎌倉副委員長】 

 異議無しと認めます。 

よって、木村委員を委員長として決定いたします。 

それでは、議長を交代いたします。 

  ご協力ありがとうございました。 

【木村委員長】 

 ただいま、ご指名をいただきました市議会議員の木村修でございます。 

 今回様々な議案もございます。また報道でもありますとおり、激甚災害になっており 

ます水害もたくさん出ております。改めてこの委員の皆様のお名前を拝見しますと、そ

ういった際にしっかりと関わる方ばかりが集まって来られていることをしっかりと認識
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をさせていただきましたので、しっかり緊張感を持って、議事運営を進めてまいります

ので皆様のご協力をよろしくお願いします。 

それでは、鎌倉副委員長にかわり、ただ今から議事進行をさせていただきます。 

報告事項が５件ございます。 

１点目といたしまして、「消防局・消防指令センターの移転建替えについて」を担当よ

り報告願います。 

【総務課長】 

 それでは、報告事項の１点目、船橋市消防局・消防指令センターの移転建替えについ

て、報告させて頂きます。お手持ちの資料４をご覧ください。 

  当市の消防局・中央消防署合同庁舎は、築４９年が経過し、老朽化が著しく、消防庁

舎としての所定の耐震性を有していないことから、建替えの検討を行ってきました。 

検討を行った結果、同一敷地にて運用してきた消防局、中央消防署及び消防指令セン

ターの内、消防局及び消防指令センターの機能を移転建替えし、中央消防署を現地建替

えすることとなりました。 

次に移転理由についてでありますが、１点目として、既存施設が狭隘ということです。 

消防局、中央消防署を現地建替えとした場合、課題としていた緊急出動における時間

の短縮が解消されませんが、消防局及び消防指令センターの機能を移転建替えすること

で、消防局の車両分（１３台）が、無くなることで、中央消防署の駐車場に余裕が生ま

れ、現在よりも円滑な緊急出動を行うことが可能となります。 

２点目として、工事用敷地の確保が困難ということです。 

既存の庁舎を解体する場合に、仮設庁舎を建設する必要があるものの、周辺に仮設庁

舎を建設する適切な場所が無く、仮に市役所来庁者駐車場に建設する場合は、市役所の

運営に大きな影響を及ぼす懸念が挙げられます。 

３点目として、大規模災害時の機能確保についてです。 

昨今の災害状況を踏まえて、水害等による影響を受けない場所へ移転し、将来を見据

えた消防体制を構築するということです。 

以上が移転理由でございます。  

次に、移転場所についてでありますが、所在地につきましては、船橋市行田３―１５

―４ 案内図をご覧ください、県立行田公園の北西側にあります、国家公務員宿舎船橋

行田住宅跡地となります。 

面積につきましては、２５，９７８㎡のうちの、３，１８０㎡です。 

裏面をご覧ください。 

事業概要についてです。 

図面左側をご覧ください、湊町２丁目にあります、消防局・中央消防署と消防指令セ

ンターは、図面右側のように行田３丁目に消防局と消防指令センターを移転させ、中央

消防署は、そのまま湊町２丁目に残し、現地での建替えとなります。 

事業スケジュール（予定）についてです。 

消防局・消防指令センターにつきましては、令和５から６年度に基本・実施設計を行

います。令和６年度移転場所の建築物などの解体工事を行い令和７から９年度に建設工

事を行います。消防局運用開始は令和９年度中を目指します。また、指令システムの設
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計については、令和８年度に行い、令和９年度から更新工事を行いまして、令和１０年

度に指令システムの運用開始を目指します。 

  次に中央消防署につきましては、令和８から９年度に基本・実施設計を行います。 

令和１０年度に消防指令センター内部の改修工事、仮運用を開始します。令和１１年度

に既存庁舎の解体工事を行います。令和１２から１３年度に建築工事を行い、令和１４

年度に中央消防署の運用開始を目指します。 

  以上が、消防局・消防指令センターの移転建替えについてのご報告となります。 

【木村委員長】 

  ただいま、御説明いただきましたが、御質問等はございませんでしょうか。 

よろしいですか。 

それでは、２点目として「救急ステーションの移転建替えについて」を担当より説明

願います。 

【総務課長】 

 次に報告事項の２点目、救急ステーションの移転建替えについて、報告させて頂きま 

す。 

お手持ちの資料５をご覧ください。 

  市立医療センターは、救急医療及び、がん医療を主体とする、高度な急性期医療を提

供する船橋地域の中核病院としての使命を果たせるよう、建替えを行い、さらなる機能

強化を図ります。これに併せ、ドクターカーを配置しております、救急ステーションも

医療センターの隣接地に移転建替えを行うものです。 

移転場所につきましては、船橋市高根町 案内図をご覧ください、海老川上流地区、

土地区画整理事業地区内となります。 

敷地面積につきましては、約１，１２６㎡となっております。 

建物概要についてです。 

既存庁舎についてですが、建築年数は３０年、建築面積は２７２．０４㎡、 

延べ床面積５１８．９９㎡、構造及び階層については、鉄骨造・２階建てとなってお

ります。 

新庁舎については、建築面積４５９㎡、延べ床面積８２１㎡、構造及び階層について

は、鉄骨造・２階建てとなっております。 

裏面をご覧ください。 

事業スケジュール（予定）についてです。 

  市立医療センターの開院に併せて、新救急ステーションの運用を開始する予定である

ことから、市立医療センター建替え工事基本設計（概要版）でお示ししているスケジュ

ールとなります。 

  なお、工事スケジュールは実施設計の中で精査していきます。 

 令和４年度に基本設計を完了し、令和５年度に実施設計を行っております。令和６年

度から９年度にて建設工事を行います。 

以上が救急ステーションの移転建替えについての報告となります。 

【木村委員長】 

  ただいま、御報告いただきましたが、御質問等はございませんでしょうか。 
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【神子委員】 

 ご説明いただいた２つの建替え事業について、建設に係る費用が出てきませんでした

が、設計委託を進めている中で建設費用は判明していますか。 

【財務課長】 

 建設事業は通常、基本構想、基本設計、実施設計を行いますが、現在は実施設計を行

っておりますので、正確な建設費用はお伝え出来ない状況です。 

 ご心配されております建設費の高騰について、救急ステーションの基本設計で提案さ

れた内容の中で、減額出来る項目を整理し、実施設計に反映させているところです。 

【神子委員】 

 新病院の建設では議会等において建設費の高騰が報告されており、皆様もご承知のこ

とと思います。市民として、物価高騰が進む中で人件費も含めてどれだけ建設費が高騰

するのかは知りたいところだと思います。市民の命を預かる大切な施設の整備ではあり

ますが、市の財政に見合った設計にしていただきたいと強く要望します。 

 もう一点質問させていただきますが、昨今の気候変動に伴う大雨等で、大学病院が孤

立してしまい、救急車が病院まで到着出来なかった事案がニュースでも報道されていま

す。救急ステーションの移転先は、浸水想定区域にも位置しており浸水の懸念がありま

すが、救急車の搬送ルートなどは検討しているのでしょうか。 

【財務課長】 

 浸水の危険を考慮し、適切なルートを選定してまいります。 

【神子委員】 

 資料５の地図で教えていただけますか。 

【財務課長】 

 資料５中段の配置計画図をご覧ください。浸水の可能性の低い高台からのルートとし

て、図面上、救急ステーションの北側の道路を使用し、東側に抜けられるよう計画して

います。 

【神子委員】 

 通常の救急車の搬送ルートは、図面でいう南側になりますか。 

【財務課長】 

 救急車の出動ルートは、配置計画図の救急ステーションから救急車が出動し、病院棟

の西側で医師が同乗した後、それぞれの救急現場に向かう上で南側だけでなく、北側及

び東側にも出入口がありますので適切なルートを選定し出動いたします。 

【木村委員長】 

 ご質問を整理させていただきたいのですが、神子委員のご質問は出動した救急車の医

療センターまでのアクセスの話を聞いているのか、救急ステーションの救急車が出動す

る際のルートを聞いているのか、どちらになりますか。 

【神子委員】 

 救急車が出動する際のルートを質問しています。 

【事務局】 

 救急ステーションの救急車が出動する際のルートについては、財務課長が説明したと

おりとなりますが、浸水時のルートについて補足させていただきます。資料５の配置計
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画図の図面中の右側に抜ける北側のルートは浸水しないという結論に至っておりますの

で、こちらが浸水時に通行可能なルートとなっております。 

【神子委員】 

 北側というのは、東側に抜ける道路が繋がっているルートが浸水しないで通行出来る

ルートということでしょうか。 

【事務局】 

 その通りです。 

【木村委員長】 

よろしいですか。他に質問はありますか。 

【天寺委員】 

 消防局・指令センターの建替えで確認させていただきますが、中央消防署の改修につ

いては、消防指令センター内部改修工事を行い既存庁舎の解体工事とありますが、消防

指令センターを解体して中央消防署の駐車場を拡張するという理解でよろしいでしょう

か。 

【総務課長】 

 消防局・消防指令センターを行田３丁目に移転建替えした後、中央消防署を消防指令

センターにて仮運用し、現在の中央消防署を解体工事して、新しい中央消防署を建設す

ることとなります。 

 中央消防署の駐車場につきましては、消防局・消防指令センターの車両が移転します

ので、その分余裕が出ることとなります。 

【天寺委員】 

承知しました。ありがとうございます。 

【木村委員長】 

よろしいですか。他に質問はありますか。それでは、３点目として「救急件数の推移

とコロナ禍での救急について」を担当より説明願います。 

【救急課長】 

 救急課長から報告をさせていただきます。 

  まず、近年の救急件数の推移についてお話しします。 

このグラフは、平成２６年から令和４年までの９年間の救急件数です。 

平成２６年の３０，２６７件から令和元年の３６，０９９件までの６年間では毎年約

１，０００件ペースで救急件数が増加しておりました。 

ところが、令和２年には、初めて新型コロナウイルス感染症が日本に拡大したことで、

感染を恐れた市民が病院受診を控えたことや、緊急事態宣言の発出による外出制限など

により、救急件数が３，３１１件も減少いたしました。 

しかし、令和３年はコロナ禍においても救急件数は増加に転じ、令和４年にはかつて

ないほど救急件数が激増しました。なんと一年で５，７６５件も増加し、３９，３４３

件と過去最高の救急件数を記録したのです。 

これは、コロナがなければ年々１,０００件ずつ増加したのと同じような件数となりま

した。 

そして、ただ単純に救急件数が増えただけではありませんでした。 
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本日はその点を深堀してお話ししていきたいと思います。 

これは、船橋市におけるコロナ感染拡大の月別のコロナ新規感染者数のグラフです。 

第７波であった令和４年８月には２９，０７５人の方が新規感染者として記録されて

おります。 

白い折れ線は、救急件数です。コロナ新規感染者数の増減に相関するように救急件数

も大きく増減しているのが分かります。 

特に第７波中であった令和４年７月、８月には救急件数が大きく増加し、この２か月

ではひと月の救急件数が４，０００件を超え、月別の救急件数でも過去最高を記録しま

した。 

  これは、救急隊がどれほど過酷であったかをお示しするために作成した、令和４年７

月４日から９月１１日までの、１日の救急出動件数のグラフです。 

この期間の一日の平均救急件数は１２６件です。 

赤で示した線は、７月２９日、一日の過去最高の救急件数１７５件を記録した日です。

船橋市の救急隊はドクターカーを含めて１６隊ですから、全隊が１０件以上出動したこ

とになります。 

また、８月１０日には搬送先が決まらずに救急現場に救急隊が滞在した時間が過去最

長の１１時間０８分を記録しました。 

この第７波では、現場滞在時間が２時間を超える事案が５７件もあるなど、救急隊に

とって過去に誰も経験したことの無い、非常に厳しい状況だったのです。 

   この表は、コロナ禍前にそれまで船橋市の救急件数で過去最高件数を記録した令和元

年と、救急件数で令和元年を大幅に更新した令和４年を比較したものです。 

令和元年の３６，０９９件から令和４年は３９，３４３件と救急件数は３，２４４件

増加しておりますが、搬送人員は３０，６０６人から３０，８００人と、たった１９４

人の増加にとどまっています。これは、救急出動はしたのに、患者を医療機関に搬送し

なかった、いわゆる不搬送となった件数が大幅に増加したのです。 

救急隊は傷病者を緊急に医療機関に搬送することが業務ですから、基本的に不搬送に

しないことが原則です。ただし、救急要請はしたけれども、辞退されたり、本人が強く

拒否をしたり、あるいは負傷者がいなかったりと一定数は不搬送となるので、船橋市は

例年救急件数に対する搬送率は８５％を推移しています。令和元年も８４．７％の搬送

率ですが、令和４年は７８．２％と大きく搬送率を落としました。これは、コロナ陽性

患者からの救急要請については、保健所が病院調整を行っておりましたことから、保健

所の判断により自宅療養の継続やファストドクターの往診などにより、救急隊は不搬送

となるケースが例年よりもはるかに多かったものと推測されます。 

また、１１９番を消防が覚知した時間から、救急隊が現場に到着するまでの時間が１

分２０秒も延伸しております。 

船橋市は救急要請された住所から、直近選別と言って、一番近い救急車を自動的に選

別し出動させていますが、救急輻輳状態により、近くの救急車が他の場所に出動してい

るため、遠方から向かうことが多かったことが原因と思われます。 

また、救急隊が現場に到着してから、搬送先の医療機関に到着し医師に引き渡すまで

の病院収容時間については、１２分２８秒とこちらも大幅に延伸してしまいました。 
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こちらは、収容していただける医療機関がなかなか決まらなかったこと、遠方の病院

に搬送せざるを得なかったこと、医療機関に到着しても抗原検査の結果を待つなどの理

由で医師に引き継ぐまでに時間がかかることが多かったことなどが原因として捉えてお

り、いずれもコロナによる影響が大きいと考えております。 

  この表は令和元年と令和４年の現場滞在時間を比較したものです。 

現場滞在時間というのは、救急隊が救急現場に到着してから、医療機関に向けて現場

を出発するまでの時間です。 

出動件数、搬送件数と現場滞在時間が２０分未満、２０分以上３０分未満、３０分以

上６０分未満、６０分以上１２０分未満、１２０分以上の件数を比較したものとなって

おります。 

総務省消防庁で定めた搬送困難事案は現場滞在時間３０分以上です。 

コロナ禍前では８１．２％が３０分未満でほとんどを占めていたのに対し、令和４年は

２０分未満が２９．４％、３０分未満が３２．５％で合わせても６１．９％しかありま

せんでした。 

令和４年は、現場滞在時間３０分以上が４割近くを占めていることや、１２０分以上

の事案が１９件から２６５件となんと１４倍もあることから、令和４年の救急の状況が

いかに過酷であったかを物語っていると思います。 

   このグラフは、船橋市の将来人口推計と高齢化率から導いた将来救急件数推計です。 

将来人口推計では、２０３３年に船橋市の人口６６３，７８２人がピークに達し、徐々

に人口減少していくと推計されております。 

人口が増加すれば当然救急件数も増加するのが分かると思いますが、船橋市では救急

搬送人員の５８％以上が６５歳以上の高齢者が占めています。 

従いまして、人口だけではなく、高齢化率についても考慮する必要があります。 

船橋市では人口が減少に転じても２０５３年までは高齢化率が上昇すると示されてい

ることから、人口がピークに達した後も救急件数は増加を続け、２０４３年に最大４５，

３８４件にまでは増加するのではないかと予想しています。 

令和６年度には１７隊目となる救急隊が運用開始するとは言え、現着時間の遅れなど

の市民サービスの低下や救急隊員の労務管理等を考えると、少しでも不要不急の救急を

減らすよう救急車の適正利用を訴えて参りたいと考えております。 

【木村委員長】 

  ただいま、御説明いただきましたが、御質問等はございませんでしょうか。 

【神子委員】 

 将来救急件数の推計で、２０４３年のピークまで出動件数が増加するとのことでした

が、出動件数が増加するということは救急隊の人員も増やさなければ対応が追い付かな

いと思います。どのように考えていますか。 

【救急課長】 

 令和６年４月に救急隊１隊と人員を増加しますが、将来救急件数の推計は、あくまで

このペースでいくと、これだけ増加していくという推計であります。出来るだけ不要不

急な救急要請を減少させていけるよう努力していきたいと考えております。 

 



 

 12 

【消防局長】 

 神子委員がおっしゃる通り、人口が増えて救急件数が増えていくという推計でござい

ますので、推計に見合った救急隊数を整備してまいりたいと考えております。 

【梶原委員】 

 この議題は例年されておりまして、消防は非常に大変な状況で、医師会からも要望し

救急隊を増隊してもらっている状態です。神子委員から人員の増加についての話もあり

ましたが、予算が無ければ人員の増加も出来ませんので、市議会議員の皆様が、議会の

中で予算をつけられるよう尽力していただくのが使命であり、ミッションであると考え

ますのでよろしくお願いします。 

 また、消防庁舎の建替えについては、板倉病院も建替えを行った際に建設費が１．５

倍から１．６倍程度上がりました。同じ予算で建てようとすれば、なかなか質が良いも

のは建てられませんが、質が良いということと華美はイコールではありません。必要な

機能を有してコンパクトであり、消防隊員が快適に勤務を行え、将来的な増隊に対応出

来るようなものであれば、仮に建設費が上昇しても税金の無駄使いでなく、必要な投資

だと思いますので、市議会議員の委員の方々が議会で必要性を訴えてほしいと思います。 

 最後に救急隊員は食事の時間も取れないほど本当に大変な状況でありますので、救急

隊がコンビニで食事を取っている時に「ありがとう。」と言ってもらえる船橋市を作って

いければと思います。医師会からも発信してはいますが、救急隊が後ろ指を指されるこ

とのないよう、市議会からも発信していただきたいと思います。 

【木村委員長】 

 他にありますか。 

【神子委員】 

 梶原委員のおっしゃられた通りだと思います。救急隊の人員についても増やしていか

なければならないと改めて感じました。救急要請に対応できる十分な体制を作るための

人員を要望していただきたいと思いますし、私たちは消防に必要な人員を増やしていこ

うと市議会で声を上げていかなければならない立場だと理解しています。 

 もう一点ご質問ですが、５月８日に新型コロナウイルス感染症が５類に移行され、保

健所が行っていた病院選定などの業務を救急隊が行っていることと思います。５類に移

行されてから、業務の負担は増加していると感じていますか。 

【救急課長】 

 ５月８日以降、病院交渉を救急隊が行っていますが、現在のところ、病院交渉に長時

間を要する救急搬送困難事案は発生しておりませんので、良好に救急業務を行えている

と感じております。 

【神子委員】 

 今後、要望事項などがありましたら、こういった場でお伝えいただければと思います。 

【木村委員長】 

それでは、４点目として「令和５年度上半期救急概要について」を担当より説明願い 

ます。 

 

【救急課長】 
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令和５年上半期救急概要について、資料７に沿って御説明申し上げますが、件数につ

きましては、令和５年６月３０日現在の暫定値となっておりますので御了承ください。 

まず初めに、「１ 救急出動件数及び搬送人員について」を御覧ください。 

救急出動件数が、令和４年の１８，２７６件から令和５年は１９，０１８件と７４２

件増えている状況です。 

非常用救急車の出動件数は、令和４年が４７５件だったのが、令和５年は１,１３１件

となり、こちらは６５６件増えております。 

また搬送人員につきましては、令和５年は１４,９６１人搬送しておりまして、令和４

年の３７９人増えている状況でございます。 

２つ目は特別救急隊ドクターカーの出動状況についてですが、救急出動件数が令和５

年９１９件、令和４年の９３０件より１１件減少しております。 

３つ目は主な事故種別ということで、急病ですね。こちらは、令和５年１２,８４５件

令和４年は１２,２０５件ということで、６４０件増えております。 

一般負傷は、令和５年３,１３８件、令和４年は３,０２４件ということで、１１４件

増えております。 

交通事故は、令和５年は７８３件、令和４年は８２０件ということで、３７件減少し

ております。 

上記以外、こちらは火災、自損行為、加害事故を指しますが、令和５年は２,２５２件、

令和４年は２,２２７件ということで、２５件増加しております。 

合計としては、７４２件増加となっております。 

令和５年上半期救急概要の説明については、以上となります。 

【木村委員長】 

ただいま、御説明いただきましたが、御質問等はございませんでしょうか。 

よろしいですか。 

それでは、５点目として「令和５年上半期火災概要について」を担当より説明願いま

す。 

【予防課主幹】 

 予防課主幹の中臺でございます。宜しくお願いいたします。 

それではお手元の資料８「令和５年上半期火災概要」をご覧ください。 

初めに火災件数等についてご説明いたします。 

令和５年１月１日から６月３０日までの上半期に船橋市内で発生した火災は７４件で、

前年と比べ８件増加しております。 

また、火災７４件を火災種別で見てみますと、「建物火災」が５２件で前年比１３件の

増加、「車両火災」が２件で前年比７件減少しています。 

「その他の火災」これはゴミ集積所のゴミですとか、空地の枯れ草・立ち木などが燃

えた火災を「その他の火災」として分類していますが、２０件発生し前年比２件の増加

となっております。 

総体的には建物火災が全体の約７割を占めているという状況です。 

次に、損害額ですが、約１億５千５百万円で前年比約６千６百万円の増加、焼損床面

積は１，３５２㎡で前年比約８００㎡の増加、死者につきましては３人で前年比１人の
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増加、負傷者は９人で前年比３人増加しております。 

なお、損害額につきましては、現在調査中の火災事案を含みますので暫定値となりま

す。 

続きまして出火原因についてですが、たばこの投げ捨てや、たばこの不始末など「た

ばこに起因」したものが７件、コンロの消し忘れなどによるものが７件となり、同数で

ワースト１位となっています。 

なお、たばこ７件は、全てライターで火をつけてたばこを吸う従来型の紙巻たばこが

原因となっており、近年普及しております加熱式たばこや電子たばこが起因する火災は

発生しておりません。 

また、コンロ７件のうち６件は、ご家庭で使用されているガスコンロや飲食店の厨房

で使用されているガスコンロが原因となっております。 

その他１件につきましては、飲食店で使用されていた、七輪が原因となっております。 

出火原因のワースト３位「放火の疑い」は５件となります。 

この他に、延長コード・テーブルタップなど「配線器具」からの出火が４件、電線や

屋内配線など「電灯・電話等の配線」からの出火が３件、「放火」３件、「ストーブ」か

らの出火が３件と「溶接機・切断機」などの使用中に発生する火花が原因となって出火

したものが、３件発生しているほか記載のとおりとなります。 

令和５年上半期火災概要につきましては、以上でございます。 

【木村委員長】 

  ただいま、御説明いただきましたが、御質問等はございませんでしょうか。 

【神子委員】 

 ご説明がありました、上半期の報告についてですが、私が住んでいる地域の二和東で

６月２１日に火災が発生しています。その火災が実は同じ場所で２回再燃ということで

消防車が出動しています。 

それについて少し概要の説明をお願いいたします。 

【警防指令課長】 

 令和５年６月２１日（水）４時７分に出動しました、二和東５丁目の火災概要につい

てお答えします。 

 木造２階建て住宅の１棟が全焼及び隣家の雨樋等に延焼した類焼等が２棟となります。 

 なお、この火災で男性１人が、お亡くなりになっております。 

 火災原因については、現在調査中です。 

 なお、本火災現場には４時７分の出動に加え、同日の８時５３分及び翌日の２２日（木）

１４時５３分の計３回出動しております。 

以上が概要でございます。 

【神子委員】 

 ご説明があった通り、同じところで、２回の再燃火災ということで近隣の方からはい

ろんなご意見をいただいております。 

 すごく多くの意見が寄せられていて、まずその火災活動についてですが、建物の中に 

人がいらしたので、いち早く救護をして欲しいということを消火活動中に近隣の方が 

声かけをしていましたが、なかなか進入してもらえずに大変もどかしかったという声が 
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届いておりますが、それについてはどんな状況だったのか教えていただけますか。 

【警防指令課長】 

 消防隊が到着後、援護注水をしながら屋内進入を試みましたが、玄関扉は堆積物によ

り開放不能でありました。また他の開口部からも屋内進入を試みましたが、消防隊到着

時には既に火勢も強かったことから、この時点での屋内進入はできなかったものです。 

【神子委員】 

 はい、ありがとうございます。 

一棟は全焼ということで、本当に周りの住民の方は不安が大きかったと思います。 

鎮火の判断の後、住民の方々からは残ってもう少し様子を見て欲しいというような

声がありました。 

ですが、消防隊はちょうどその時間帯が８時過ぎということで、次の部隊との交代

時間であったため、皆さんは帰られました。もう少し残ってほしかったという声が大

きくありました。 

その後、８時に再燃して通報がありました。 

ほんの数時間の間に鎮火したはずだったところから再燃しているっていうことが

起きて、次の鎮火の後も近所の人達は心配で寝られず、消防には何とか残ってほしい

というお話があったと思いますが、そこでも皆さん達は一旦戻られたということです。 

船橋市はそういう活動の仕方だと伺いましたが、他市では最低１２時間ぐらいはそ

の鎮火の後も部隊を残して、次の部隊と交代で警戒をしていると聞きました。 

近隣の住人の方から本当に不安で不安で仕方がなかったという声がありました。 

人を増やさなければならない問題もあると思いますが、一定の時間帯その火災が鎮

火したという判断をした後、北消防署だけじゃなくて周りの分署なども協力しながら

部隊を残すことができなかったのかというところを伺います。 

【警防指令課長】 

 火災が鎮火した場合には、次の災害に備えるため消防部隊を順次縮小させ、全隊が火 

災現場を引揚げる際には、再燃を警戒するため、計画的に巡回しています。 

 今回の火災の場合は、火災出動した当直隊と次に当直する隊が交代する必要があった

こと、また、火災出動した隊が速やかに火災の原因を警察と合同で調査するため、一時

的に消防隊が引揚げました。 

 なお、引揚げる際には、現場にいる警察官に警戒・監視を依頼し、更に類焼した関係

者に対しても警戒・監視を依頼しました。 

 災害現場付近の住民の皆様には、説明が足らず不安な気持ちにさせてしまったと思い

ます。今後は、住民の皆様に寄り添った、より丁寧な対応を心掛けるよう職員に周知し

てまいります。 

【神子委員】 

 はい、今もお話ありましたけれども、その近隣の住民に対して、警戒や監視を依頼し

たということです。 

これについても類焼した近隣の人達に消防の任務を代行させるのかというような強い

意見もありました。火災の知識もない一般市民に警戒をさせるのかというような声まで

上がっています。 
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本当に今回のことを教訓に他署でも共有していただきたい。 

 火災の現場では、消防の皆さんが大変な思いをされているし、住民の皆さんも通常の

精神状態じゃありません。しっかりした丁寧な説明が必要だと思います。 

私たちは初期消火しかできず、消防隊や消防団の皆さんにお任せするしかないわけで

すから、是非市民のそういう気持ちとか安心安全を確保していただきたいということを

強くお願いいたします。すみません。ありがとうございました。 

【木村委員長】 

 他に質疑はございませんか。 

【三橋委員】 

 はい。神子委員からの話を聞いて、本当に大変な状況だったということはもちろん理

解しております。 

私も消防団員として現場に出るケースから考えて一つ見直してもらいたいところは、

一般建物火災で全焼しているケースですので、本来であれば消防団も当然出動されてい

たと思います。 

私が出動したケースでは、鎮火ということになって、まあ先ほどおっしゃった通り次

の災害のために消防隊が引揚げていきます。その時に地域の消防団が現場検証の為に消

防隊が来るまでの間、警戒にあたっていました。 

今回は、どういった背景があったか分かりませんけども、地域の消防団の方がいらっ

しゃらなかったことが今回の状況になってしまったと思います。 

火災になると、色々な方が最前線で活躍されていますので、消防隊へ住民の方が話か

けづらいこともあります。 

しかしながら、我々地域の消防団であれば、顔見知りの方がいたり、知り合いの町会

だったりしますので、状況を説明することや、アドバイスすることもできます。 

そういった意味では消防局の手順や対策もいろいろ検討する必要があると思いますが、

その地域の消防団と地域の住民が協力して、この災害をどう対処したかっていうことも

ぜひとも地域の議員として、その消防団がどうしてそれができなかったのか、地域の議

員と協力し、検証していただいた方がよろしいと思います。 

消防局だけが一時的に見直す問題ではなく、災害ですので地域全体でどう対処するの

かを今一度考えていただき、今回の教訓にしていただきたいと思います。以上です。 

【木村委員長】 

 他に質疑はございませんか。 

  その他として何かございますでしょうか。 

よろしいでしょうか。 

 それでは、これをもちまして、令和５年度第１回船橋市消防委員会を終了いたします。 

本日は、大変お疲れ様でした。 
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